2007年8月16日

JCI西山委員会 WG1 第１回　議事録（案）　　　　　　　　　　　　　　記録：北山和宏

日時：　2007年7月9日（月）午後5時〜5時45分

場所：　JCI 会議室

出席者：　略（全体会議の出席者と同じ）

議事内容：

　WG1に先だって行われた全体会議を含めて、主な意見は以下の通りである。

・PC構造について、土木・建築の各分野で共通する部分や異なる部分を明らかにできればよい。（岸本）

· 土木分野では「復旧性」という用語を使用したいという希望があるが、結局は「耐震性能」という従来の用語に落ち着いた、と言う経緯がある。（浜田）

· 土木・建築のPC構造の地震被害にはどのようなものがあったのか。（岸田）

· 土木・建築の各分野における設計法の紹介および各分野で何がCriticalなのかを明示することが大切である。（永元）

· 土木分野ではPC鋼材に沿った付着すべりは設計ではあまり問題にしていない。革新技術を支えるために必要な問題に焦点を絞って、そのための知識を提示できるとよい。（堤）

· 土木・建築の両分野における現状と課題を洗い出すことが必要である。（柳井）

○WG1の初年度の活動として、各委員の研究・実務上の興味に基づきながら、土木・建築の各分野での設計法や工法などの現状を紹介し、両分野における共通点および相違点を明確にすることにした。

○次回WG1の宿題：

· 土木分野の現状紹介　耐震問題について

　　　　　　　　　　　グラウトの施工や耐久性に関する問題

　　担当者は日比野主査が選ぶことになった。

· 建築分野の現状紹介　日本建築学会におけるPC建物設計の方向性について　担当：岸本

　　　　　　　　　　　PC構造の耐久性について（AIJ PRC指針など）　担当：杉本・竹崎

○次回WG1の開催予定日時　2007年10月12日（金）午後２時から５時までJCI会議室にて

